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平城宮跡発掘調査部は1 9 7 2 年度に，宮内の推定第１次内裏・大極殿区域の南限にあたる部

分で，互いに接して第７５．７７次の発掘調査をおこなった。このほか，住宅の新・改築による

特別史跡指定地の現状変更にともなう事前の発掘調査を７ケ所で実施した。

また，平城宮跡周辺部でも住宅等の新築が急増し，その萌前調査として奈良市法華寺町で

８ケ所，同西大寺町で１ケ所，同巾山町で１ケ所，同杏町で１ケ所の発掘調査をおこなっ

た。さらに奈良市と京都府相楽郡木津町にまたがった平城ニュータウン予定地内1 2 ケ所で，

奈良県・京都府両教育委員会の依頼により予備調査を実施した。

以上の調在位綬と期間，而積については第１表の通りである。

推定第１次内裏・大極殿区域の調査

この付近では，1 9 6 6 年以来すでに４次（2 7 . 4 1 . 6 9 . 7 2 次）にわたって発掘調査をおこなっ

てきた。1 9 7 2 年度に実施した第７５．７７次調査は, 推定第１次内裏南限にあたる部分で, 北に第

7 5 次, 南に第7 7 次調査区を設けた｡ 付近の地形は，黄色粘土や黒色粘土からなる地1 1 1 が発掘区

の北方から南方に| ｈ｣ って緩かに傾斜し，約1 6 0 ｍ離れたその北と南での高低差は1 . 6 ｍある。
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平城宮跡とその周辺の発掘調査
平城宮跡発掘調査部
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平成宮跡とその周辺の発銅剥在

今回の調査やζれまでの剖笠を通じて， との区域は奈良H寺代lζ， 大きくみて 3 ll!iJUJの改変

が隊認され ている。このほか， 平以宮造営以前lζ属する若干のill
＇

•桃も凡つか っている。

以下の記述もそれにもとづき， 仮にA～C JOJにわけでおこ なっていきた い。

第75次調査 平城7f;;;it
’

：＼以前の辿椛として， 古坑1 , i1Yt 1がある。 北山S X7800 はmr,1ii

V 字形のp;j泌をもっ一辺約llm の方別である。後に加丘は削平され叫！阪市のみをfJす。m の

J,',j泌からは地輸が山土した。Mts D7787！まS X7800のi!J：！）.とを11迦して南北にのびる。幅約1.5 

ぷ抑りiiYtで， 主主営iζ際して.rT::i'r.てられている。ードツi且の京側総であろう。

AJ明！ζ属する辿：椛としてJl11l立位式n物 3 ， 泌2 ， 柵 2がある。S 87780は2／日l×5 /l日の似てl.

柱南北線住物で， 桁行10尺， 決｜！日 8 尺匂II日， S 87790は211\J×3 /HJの州立位南北線姑物で，

f行f j-10尺， 梁n\J7 尺のせ；／Iりである。 ζ の2 tl!のえu物は24尺を断てて南北IC:，）（，：んでいる。 S

87765は2問×3 II日の抑｝'r.t1米凶品H.lt物である。位問は8尺であるが， 西安住3iljは3 /In 1ζか

んがえられる。S D7142は幅約l mのぷ抑りの南北消で， 比較的liJJUJ/1\Jのうちに埋め られて

いる。S A3805は束尚ブljJ行lの柵で， 9 /HJ分を検1'1＼したが米はITT27jく訓:r\J也lとのびるa H= /1\Jは

およそ12尺前後。 S A3805のf'ij)fl4.4mを隔ててSA3818が、手i Jする。 陶.／UN，』S D7760はl判i

)jの市而rjI：＇），！：門から進入する道路の球。！IJ?停である。

B j切には発品，1J区；｜じ半msをよ傑り�＼�J也し， 京州）jJ11Jの築地S A3810Aおよび市1f1jrj1央／ 11JS B 

7750Aをつくっている。 S B7750Aは市北両fliirと凝灰山地出イ7の抜取り百足跡、S D7772・7773

をとどめる のみであるが， ζれによって京11421.0m， 市北12.9mの川町がかん がえられる。

lね・北！日には長さ13.6m, l陥l.lmの階段浪跡がある。 拠地S A3810Aは後にS A3810 Blζ 

よって 削平されるが， 以内総S D7775は北1(1iの同泌i1l'i'である。

C JUHζは市11ijlj1火門築地を改修し， その｜判.It!ζ2条の11111とl条の桝をつくっている。 市1fli

1/1火／ 1 1]S 87750 Bは1/ 11/qlJ線上にあるJl11LW.林他物で， 淀川は9パ2 H\J , Hri jはrj I火｜！日14)'(, llhh 

/llJlO尺， 端問8 ）その脱出である。 作品1!J杉は一辺llmU)I”UL)i形で，！白
・

係約40cmのf-Ell:.fl跡を

とどめる。 ただt�fi並りについては1\1！）伝はなく， （J古（jがおか：！
＂

tていた11J能性がつよい。 築地S

A3810 BがS 87750 Bにj以（.］－い て点)iiζのびる。j出版怖がJ 2 m, 1:·:jさ50cmをとどめ ， J1；悩色

ti'i1'1；土をj授�（ζよって的きしめている。 ー－－

l判1flj1 /1火門から＊＇ζ27.4m雌れた｛川川［ζ

ll\]1113尺の脇門S 87770をつくる。 築地

の市Jヒ，，，，jfillj ！こは幅 約 1 111の雨f別枠があ

る。11Llt泌S D7131は築地の卜
．

を！府県で

ぬけ，ftilζのびる。 発J1i1llズの；十Jド
：

urζ似し

て必l出ー｛ζの びる柵S A3740は15/1\J分を

検出したがw方では第27次調10也にのび

る。その南iζ 京凶椛S D3769が平行する。

- 19 ー
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東西相i S A3809は築地の北方で発掘区を東西に横断する柳で柱聞は20尺である。 C期でも時

期的に遅れる建物としてS 87765 ・ s 87785がある。 S 87765は 2 間× 2 聞の掘立柱東西棟

建物であるが， 西安を 3 聞につくっている。 S 87785は 2 間× 3 閣の招立柱東凶棟建物で，

梁間8尺， 桁行9尺である。

以上， 発捌によって明らかになった逃椛のあらましをのべたが， 3期のおよその年代は，

A期が造営当初から 天平II券宝 5 年（753） までの｜時期， B j羽が天平Jlii宝末年から宝屯末年（780

年頃）， c j田が延暦年 聞から弘仁年間（782～824年頃〉と考えられる。

第75次調査地の特色として， 恒久的な建造物がきわめて少ないことがあげられる。 つまり

B j切に造作する南町中央門と築地を除くならば， 基本的lζは広場としての性格がつよいと言

えよう。

第77次調査 発掘区の南半部では地山上lζ， アシなどの植物iLlイ本を混える黒色粘土屈が堆

杭し， 湿地の状況を呈する。 との厨位l乙は6世紀末からs-1並紀初頭にかけての土探布II片や木

材の削屑を含む。 ζ の地域の南北中戦h線の東方 l.5mの位置に南北部S 07821があり， 第16

・ 17 ・ 75次調査で検出した一連の下ツ道東側構！ζ 相当する。 加立柱の小建物S 87816 ・ 7817

もほぼこの時期に存在するのであろう。

平城宮造営lζ際しては， 地山上回lζ黄褐色のパラス混り土を敷いて絡地する。 路地土の厚

さは北半部では15cmJvj後， 南半部の厚い部分で30cmを計る。�在地土の上lと椛築されるど奈良H与

代の迂j・：J}ilま火きく A ・ B ・ CJUJIとわかれ， さらに AWlは A1 ・ A2 • AJの小期lζ区別すること

ができる。

AdDI 南町 1j1央門S 87801 とその両翼にとりつく回廊の南縁は耕作のため著しく削りと

られているが， 旧規紋の確認が全く不可能ではない。 S 87801は東西3lm, T-t1北17.2mの痢

込み地業をお乙ない， 保存の良い部分では迫椛検出前からl mの深さがある。 掘込み地業lζ

際しては，ffilj診のJbj縁あるいはrj1央部分lζ架石詰めの音階渠をめぐらし， ！まに粗く栗石をな

らべる。 上部は版築で鵠き回め， 5周lζ大別できる。 各回はさらに3～4厨の紛l別が可能，

きわめて強固で、ある。 版築松みの各辺を少し削って東西 28.5m, 南北 16.8m のti!i担を築

成する。 周聞に凝灰岩の散布がみられ， 本来はJjj_上砧基}fjであったらしい。 ：lじ而LjJ央lζ長

さ15.4m， 幅70cm にわたって凝灰岩片があり， 階段とかんがえられる。 法壇上百lは削平さ

れ， 磁石据イ、jけの栂石などはない。 越正（の規桜から， 51日l× 2 間， 15尺等間程度の門が惣定

できる。 S C5600 ・ s C7820 も法制築成に際して捌込み地業をお乙なっている。 幅 Um北

辺では追梢検出而から50～70cmの深さに版築がみとめられるが， 南辺ではいくらか深い。 版

築は門l乙比して粗雑であり， 4 ～ 5 陪にわかれるが軟質である。 門の東で 5 m， 西では 4 m

離れた位置に門の場合と同級の盲暗渠S D7807 ・ S D7808をつくる。 S 05600の基制上而に

ほ磁石据Hけの架石をHIいた線石が残存する。 それによれば， 梁間24尺， 桁行15尺となり，

- 20 -



平械宮跡とその周辺の発!liili'J.目ft

�2 図 第75 ・ 77次調査逃椛平面図
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71I日分を検出した。 ただし， f'9への］収，1

柱位位を町在認できなかつた。 梁問中央 lと築地をともなう築地回廊lζ 似定しうるのであるが，

築地痕跡は見出せなかった。 北側住列の外側， l.5m を隔てて地槌石の抜取痕跡があり，P']

と問織に｝向上私·tJ;.liiがかんがえられる。 S C5600 が門lζ 接するイ，］·近のt,Utl上而に， 南北両

而の地磁石扱f、cj-け減で結ばれる 2 条の南北j必S X7814がある。 脇門の胞設である可能性がつ

よい。 悲出の南北縁 lζは， 京銅りt，昨を抑，り挙大の際を詰め， その上 l�l （ζ も20cm 1J1i1t: t.i'i上げた

S 05575 ・ S 05565 ・ S 07811がある。H官渠による封1'7J<とill也化事l：とをヨftねたのであろう。

北而の保存のよい部分ではS 05557の外側に大粒のパラスを約50cm幅で放き雨落泌S D7813 

をつくる。 その外側ljは問疎なパラス敷商になって北方lζ 広がる。

A21町 南而中央門S 87801はA1 j切の規校をほぼ防製， ただ階段のIllが l.5mlζ 拡�E�して

いる。 回廊1li・N·/S C5600 ・ s C7820も越本的lζ 変化しないが， S C5600には新 lζ ！�物S 87 

802がi曽築される。 S 87802はf'9;)J!f,／の束， 17m 陥れた地点から東西25.5m, ｜十4:1じ Bm の組

問で11;出を北側lζ 拡接してつくられる。 桁行 5 間 (15尺等II]］）， 梁間 3 rm 03尺等間〉の京i＆陳

総柱�物， 東斐柱の 1 柱を除く四而はJliii立柱とし， 内部を礎石住とする。 住抑j杉は 3.5 × 3

m， 深さ3 m !Jlj後の長方形を呈し， 大｝巴の柱抜j収痕跡をともなう。 北側柱のl ;\tζ住般をと

どめるが， それは l直径約75cmの）L柱で， 下端の＊＇－＇lζ 似がらみを受けるi,¥iを彫り，l，王却には

上下 2 段の納穴を11通させ， ’卜
．

段には両側から挿入したffJ材がftる。村： Jl:1iJ診の対f<J線上にflJ

材を配し柱を支えたようである。 なお， ね：を抜取る隙 lζ 切｜析したfiJ材が数穴の侃J包Iと認めら

れる。 東安柱の 1 穴は他と同級tCifiii}杉をつくるが， 上 1l1iから仰さ70cmにわたって強問な版築

地業を胞しており， 磁石柱lζ 変更されているよ

うである。 内郎では 1 辺 2 mlJij後の法い礎石据

付け侃J彰を長TIり， そのq，心！ζ架Tiをj刊いた板

おをとどめる。 ζうした柱イfLii:1＇.の状況から桜Im\

の上部椛造が舵測される。

S 87801からS 87802にかけての北辺には礁

が倣詰められる。 乙の：百txは法制緑から！と1.Jtーは

じまり， 汗H答j此などの施設はない。

回廊の心から20111 北方（（JR l也r,1iS D5590Aが

ある。 さき lとお乙なった第41次調子tlζ よって，

ζの械に集結する雨水は巨大な木ぬnt￥漢にやーか

れて， 耳UfrT回廊外lζ排水される乙とが判明して

いる。

A3J切との時期の南而,j IうたflリS 87801は規校：

- 22 --
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平減宮跡とその周辺の発制調fi

をやや紛少し， ＊四27.2m， 南北16.4mのlJ).1·:1となる。｜日l廊SC5600・ s C7820と後胤住物

S 87802は存絞。しかし， :ill物の；11:Jiをめぐる際J肢はj早さ20cm程度の砂質土で型Jr.て られ，

その上にパラスを敷く。 またP＇］・l旦l廊必h''iの外縁に準大の艇を－:YIHζ止（；：べ， その内fl[IJ50cmの

幅で大粒のパラスを敷いた雨落械をめぐらしている。 間務総は門の北Ho階段の而m,1付近で北

上し， S D5590 B lζ住ぐ。 S D5590 BはA2JUJの出を1Ji; 1J£えしたものである。

門の；l七llli階段の幅で北ill：する純凶のパラスは比政的大形で，q1il\h紋から7 m束;1,fりにIY4北

i,Vt S D7760があり， Jじ逃する道路と点fJ[IJi,V，.：であろう。

BWJ この11:iJDJ 1ζ回するj立椛は先制｜廷JJ.すには｛バ正しない。

c ]OJ 抑Ji.柱述物 2 ， 相n lがζのii!fiDHζ属する。 Nill線上lζ位ii',＇.する京凶+J!I:i.t物S 87803 

は， Jj.［半分しか検出しなかったが，折di"7fln， 梁11\J 411\Jの規肢が；限定できる。住問は削の｜叫

が12尺と！よく， 他は10尺である。 内の柱痕跡を欠くが， おそらく 511\J×211\Jの磁石による身

合が存在したのであろう。 また十u古川のMJl111 l乙3.5m1)1j後の間隔をおいて小穴があり， 足掛

川柱穴とかんがえられる。

SB 7803の北側llζ京山iJj1r,Jtこのびる小中l：火の祁IISA 7815がある。 住11\]17尺で1011\J分検出し

たが， まだ来凶lζのびるようである。SA 7815 の北7 111を｜悩て て 侃立ね；他物 S 87753があ

る。 これは211\J×2 IUJ, 6尺等11\Jの小j五である。

造物 造営1),jの旧j也H1iからは， 6111:紀から 81此紀初期re五る土保制j Yが発凡され， ·t；宅地土

やJ,U1·1土にはlf!'.i愉n·が浪人し て いた。

AJ JUJIC廃絶するS D5590 8やそれ以｜十Jのパラス飲にはおびただしく瓦）
＇
i'がJi(,私し， fy」

・
1(11

の椛築物の廃絶状況をとどめて いる。 S 87802の柱抜J＆痕跡からは灰などに保って瓦・土以

．木日5・＊ 聞などが出土した。

H瓦の火；絞からすれば，中｜：丸瓦でほ6284・6304型式がそれぞれ46.396と26.196を山め， ljij ・

主1z1:r,では66641包式カ164.396を 1
1 iめて いる。 この状況は節目・72・75次制作とは紋札｜を拠にす

るものである。

土r:11i日日・須必総ではk'IZ-末年よりもややli・hる技法を示している。 また， S 87802の柱抜

j削長跡からは，IH代輩出j也方でつくられたらしいII白紙紹色治｜｜を胞す向山）
＇
i'がIU土している。

本総として ， 人形・j修代・JIJJ物・しゃもじなどがある。そのうちJi＇.�をかたどった形代や線

形の児子をあらわす人形は珍らしいものである。

木簡は総数243lUI＇， 土した。 多くはi!ili門｝（Jlζ!ii.lJ訴するWiゴーに！YAするもので，/ 19のIi\入を院担

した t記録のようである。 また「大敗J，「御輿人」など乙の区域の1'.JJ�をうかがいうるものも

ある。 作紀のある木前jもj-1＇， 土し て おり， それによるとぷ手勝宝5年正月の記録：！＆＇（が,i，心のよ

うである。 この木前jからAJJUJの13'/i絶が7531,刊ζ近いll\/1， にあることがわかる。

.l-J.J:.のような沼77次の発品1！制作lζよって ， 乙の区域！こは， AJUJとCJl1Jの辿桃があり， B10] 

のii'.!椛がない乙とがゆlら かになった。 c JUJの辿備であるS 87803は奈良時代末期から平安l!!i
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代初期iζ属するこの区域の中心的な建物であり，

それ以前lζは主要な殿舎は存在しない。 そうした

ととから従来の第l次内裏・大極殿区域のかんが

えブJは基本的lζ改めねばならないであろう。

ここで， 今回の調査や過去の調査の成果にもと

づき， 推定第l次内裏および大極殿地域の， 現段

階でのll!jJ倒別の配置ftl （：系を概括してみると第51立｜

のようになる。

すなわちAJDJは際原宮から選者!lした当初jのH羽田

からはじまる。 この地域は東西600尺， 南北1080

尺の長方形の平副lζ区間され， 外周lと回廊をめぐ

らす。 南而
一

l rjJ央lとは門S B7801をおき， 市北長を

め
’

4図 S 05557 3分する最後方の幅360尺の一回lを台状lζっくり，

そこに巨大なS 87200を中心とする他物昨を椛築したようである。�；物1洋と南而中央門との

II日！ζlま 一時的な�物は存在するが， 基本的iζは広協であった。 後方の出物野区では前後2小

jDJの区JjlJが可能であり， 市l市では3小JUHζわかっζとができる。 とくに市而ではA2 J切に陸

第5図 推定第1次内袋・大極殿舎変遜図
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:;-1z:城宮跡とその）.＇�辺の発釦i,J.�i:l:

この地域の

AJifJの終末は11\

風建物S B7802を増築し，

イ牟rr&を培l力J］している。

天平JI長宝5・6 !.jτ 土木聞によって，

(753・754）にかんがえられる。

AJUJの11,i1ui恒l廊が350尺B!DJ lζは，

後退し，約600尺四方のIト：＂）J区間lζ築

i也をめぐらす。11-11l41it/J!上のili而に門S

B7750Aを聞く3 後方の台状区はj)ijjfli

S B7150を小心にその脇

lζ数存在の�物を配する。それらは10尺

｛ζ拡張され，

ヘリコプクーによる！写及：iJ{rJ:w:CT16l� 
方l恨の計i血ifJj！（ζもとづいて辿設された

そのド l肢はr'.1'1土のこ｜二日誌・瓦などかものである。乙の時期も前後2 WJの小Jg]Iこl及川できるが，

ら：1:fむ末年（780）におかれる。

Cl9J lζはB JDJの築地を踏裂するが，，）.-1miのl般会配i，＼：はまったくB JDJとtH討を�yにする。す

なわち，後方のil物7tれまいわゆる内災・の建物配刊に改変され，l十川

乙の時J9Jの下限はIL\ニI_：.の土保から�1、仁木・ノ、長初｛j'. (82-1 ：，三頃）［ζかんがえ殿？）をつくる。

られ，桓武帝・平城上去の内謀とかんがえられる。

この制作j出ヘリコプターによる宅I j I JJ,}l；；；でおこなった。77次発制調査地区の辿情実ill�は，

31亘｜の似；；与とノリレ ー ンによる区の性絡上，各Wiのj立一 桃を記録するため，調-tl'WJHJJを迎じて，

て（｛，：＇：j紋11[]1＼＇·古は｜玄｜化縮尺は）.，50,撮影をl @Iおこなった。保；；主将i尺はげoo, 1200, .l,sooとし，
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法華寺境内（第79- 2 ・ 10次調査〉

境内における茶室， 茶庭築造lζともなう事前調査として， 春と秋の2@] lζわけで実施し

た。 調査地は現本堂と東方の通称 “庇｝illし呂 ” との間にあり， 四・南を築地塀で閉まれた空地

である。 調査では， 建物 4, t,Yt 2 ， 土:lhtt， 小穴多数を検出した。 このうち建物迫椛は奈良時

代に回し， 椛， j二；燐などはr.1ヨ世， 近世のものである。 また， 建物迫桃iζ｜刻しては規税不明の

部分があるが， 重複状況から木地域には3 J引にわたる建て替えが認められた。

I WJ lζは， 梁間 4 間， 桁行 6 間以上の東西事長調立柱建物がある。 柱問は梁間 2.7m弱， 桁

行 3 m�Jsjの等聞で， それぞれ天平尺の 9 尺・ 10尺に相当する。 なお， 検出した西端柱聞の棟

通りから l 尺南側にずれた位置に， 床東の柱痕跡を認めており，長！ミ張りのある殿舎Jilil建物と

考えられる。 本主主物の東端を確認するために， 更に 2 問東寄りに小トレンチを設けたが， 後

·111:の出乱が著しく， 柱穴のl依認はできなかったω

II j切には， 梁間 3 問， 桁行 4 間以上の東西棟抑J.l.柱泌物がある。 柱間寸法は�t間2.7m三年

間， 桁行3.0m�；：間である。

III JUJ lとは， 梁間 4 間， 桁行 7 聞の東西棟建物があり， 桁行柱通り 7 閣のうち東寄り 5 問分

を検出した。 柱聞は梁間2.7m等間， 桁間3.0m�；聞である。 本�物は磁石と侃i立校を併用し

た特殊な椛造をしている。 すなわち， 南北側柱列のl十I央4本を倒立柱とし， 他を礎石述とす

るものである。 磁石建の箇所には河原石を円形lζ数きならべた般石が成存し， 銅立柱の箇所

！ζは径60cmの位般を検出した。 なお， 訪日立柱郎分は後にすべて礎石に取り主主えられている。

以上のほかに， 発抑区南端で東西方向の柱ヂJj（柱llll2.7m）を 2 間分検出した。 いずれの建

物とも柱筋はそろわず，II年JU］・規校ともに不明である。 これらの建物のうちE期の辿物につ

いては， 現本堂下の建物および本堂前の建物（1952年本堂解体修裂i時の発見逃椛）のこちuが， 礎

石と抗日立柱を併用しているととと一致し， 規校も等しい。 おそらく乙れらと同一il!y:JJJJのもの

M]7図 法lfifミ�＇邸内発掘:il1椛配ili'.図

とみて問地いないであろう。 また I .

 II j切のmi立柱建物は， ミ�＇以前の丈l；物，

l すなわち燦即；不比等副Hζ

I と2号．えられる。 なお， 現木堂はi去毒主￥j' ．

: J 伽藍の推定i:/1 ij�h線上防るが， 今回検

山の各組物は推定出北小路の心上にあ

る。 先述のUB't：見辿桃とあわせて， そ

i 仰山川ばならな山現

在のところこれに対する約制的な資料

はなく， 旧境内lζ対する今後の対処lζ

作っとζろが多い。
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手城宮跡とその周辺の発銅調査

阿弥陀浄土院跡〔第80次調査〉

今回の発掘調J査は， 法務1｝市Jiのノ＇kl且 －:fM·

が宅地化されつつある情勢のrj:1で， ＞IZ城7戸；京

｜坑跡lζ｜燐践し， 阿弥陀f!f；土院跡として知られ

る乙のj也械の保存が， 差し辿った問題となっ

たため， 実施したものである。 調:r't±也は， 平

城京左京二条二υJ 十伴の凹北間にあたる一枚

の；｝（Illである。 調主f.J也の京i'?il相；から約20mの

ところに， 阿体！？とか土院の庭石といわれる花

刷岩の立石がある。

i立構！而（仰向約61 rn ）は， 砂町上にあり， そ

の1,kif'iとなる粘土！日！ζは， 自然＊や？ト：,tt等の

行機質が多く包合され， J乙米， ii次切なi也fill:で

あったと，也われる。 7J(Ellと化した現在でも，

地元の人は， その秋山さを称して
“

山Ill
＇’

と

日子んでいる。 しかし， こうした点地条件にも

かかわらず， i立椛の保存状態は良好であっ

fこ。

調査によって検出した辿桃は， �物7・榔

2・i1Vi6・」二以：3・特級迫柿2 である。 これ

らの迫怖の1frfi.lll.1i JDJは， ノ三きくA・B・c の3 ll!i JDJ1C分け似る。 A・Bl切は奈良II＼代， c JD] 

は平安11.'ffにないし中 i此で， A • B両JDJ!こ！日するものが大多数を， ＇ iめる。

AWJlζはft-1!物4・ 柵1・t.'lt 4がある。 検出した4t}l1の建物は， すべて京副総の砧物であ

る。 抑止柱ij：物S 8832は， 決llrl311:Jで， 四j]ll日4；柱と北側I］住1 11\J分を検出した。 染nn・桁J j· 

ともに 10尺（天平尺， 以下同じ）である。 S 8833 は1,liil!Hの1!11! "j'f. .ft ij：物で， 村jjj·3fl\]分を検，＇ L\

した。 桁行は10 尺， 決問は6尺である。 S 8834（まS 88331とほぼ.ft
・
肪をJ1)1jえて， 1fHと佐行し

て店てられた両府の侃"j
＇
（. 住ij：物である。 3間検出し， m2ダljは， 安打：をのぞき後！11:の破壊を

うけている。S 8835は2 JI!日×2 li:Jの釦iii.ft建物で， 桁行が10尺， ヌ5問が7尺である。 なお，

西iHζ住通りを備えた， N北側S A837がある。 このほか， いくつかの住火仰を検出したが，

�物と陥認できるものはない。ti\�S 0841・842・843・844はいずれも東西前で， 閉じような

規校く版0.3rn ， 深さ O.lrn）をもち， 8～9 mfm似をおいて 、円i·Iとどっている。

BJDJlζは， 京商事ll:ill物3 ・相111 ・特妹ii'.H1W 1がある。 S 8831 は sn日×2 rmの総柱の』111:

ぷ柱建物と考えられるが， JtfJllJ2ダ！Jの位穴は， 3回以上の�：科えを；�すilt:J';l）がみられるのに

対し， 南側列には•TI抜がなし、。 むしろ， 511[1×l rmの的民風の辿物のfiHJllJ lζ， ある11!mJ. J時i

- 27ー



奈良国立文化財研究所年報

が取り付けられたと理解したほうが妥当であろう。 梁間・桁行ともに10尺の建物である。 こ

の建物の南町lζは， 柱通りを備えた東西柵S A836がある。 S B846は梁間 3聞の掘立柱建物

である。 西安柱のみで， 大半は発掘区外lζのびている。 柱間は 6 尺である。 S B850は創建

日制ζは掘立柱建物であったものをのちに磁石店物lζ替えている。 一辺l.5mほどの掘形をも

ち， 軟弱な地車!tiζ対処するための沈FJI.:めの仕事が施乙されている。 それは掘形の底lζ，

f!J材（方O.lm， 長さ約l.2m）の桁を二木平行してならべ， クサビ状lζ削り出した板材（厚さ5

cm）を， 桁の外而から打ち込んで、， 水平を調節し， その上に柱を立てたものである 。 桁に

は， 柱の当り痕跡が張っている。 これらの根がらみの材は， 建物の廃材を転用したもので，

納穴をもつものや， f甲自京四間十一iむ」と虫古きしたものがみられる。 このほか， 南北

！ζ長い土務状（長さSm， 陥4m， 深さ0.5m）の巾失をさらに侃りくぽめ， その壁而の一郎を

石組みし， 建築用材をはめとんだ迫憐SX851を検出した。 その南端からは， ’l1i Iζ igJ7］＜があ

り， 7］＜汲み場的な性絡をもっ胞設であろう。

c j切には， 洗2 ・土墳3・特殊迫椛1 がある。iNtは， 発抑区の北端と西端lζそって， 東西

iiVt S D845と｜北椛SD840が検出された。 両者は直交せず， 南北泌が東西i,Y／の手前で西lζ1!11

がることが断Tffiより観察できる。 椛の埋立『，， （ζは， 主として平安時代の造物を含むが， この

緋は奈良｜｜与代から存在していた可能 i生もある。 市北枕は， 平城宮＊院束回大垣心から東36.9

W91羽 阿弥陀浄土．院跡発銅ill桃平［訂図
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mのところにあり， 従来惣定している

道路幅12丈をみとめると， 東築地のイ立

il'.1にあたる。東西械は，平城宮東院市首i

A:!JIから北105.6mのところにあり，法

草寺市大門前東西小路のl羽目の位 i汽 ［ζ

あたる。

土級！まS B833の市側iζS K849， そ

の山jfl[IJ lζS K847，および京市｜判にSK 

848の 3ケ所があり，いずれも平安時代

以降のものである。 乙のほか， 特妹な

追桃として， S B831 の廃絶後lζ作ら

れた， ；Jq：瓦および砕を！散きつめた方形

の泣椛〈 一辺 2 m， 深さ0. 2m）がある。

どのような機能を持っていたか不明で

ある。

今回出土した辿ー物の多くは， S K84 

7, SD840・845, S X852の埋土rjJと

j制法上面からである。 瓦類は， 奈良叫代



平城宮跡とその周辺の発仰 ，U，司i'.f.

tl"'HOl主I 阿弥陀浄土｜坑跡発畑区全；：：

後半のものが多く， 平城宮跡・

t.te!.1'!i�i'でみられる市｜：丸瓦6282と

粁平瓦6721の組合せのほか， い

くつかの新型式の瓦もIL\土して

いる。 その他， 少此ではある

が， 緑稿｜！の丸瓦・切などがILけ・

している。 土保は�：的lζ少な

く， 瓦探・県色土保・須店、器な

どがある。 木製l日は， 湿地でも

あり， 保存がよく， 山物. t斤敷・杓子・舵・1位取り川と；：｝＇！，·・えられる前ffiなどが山土した。 木

簡は， 削りくずなどとともに 4 点の断!'i
ー

が出土した。 なお， 発侃区北方約20m の地点で， 調

査m屯位埋設のJL1Hζ， 坊間大路の東側i,1�の基H土にあたると乙ろから，（表） r±i11宮官縫殿IL\米

参＿，·，・ 石薪民J （議）「:iuf!II何十 五月ti·八l司会人池後小東人Jという木簡が11�， .:fこしている。

阿弥陀浄土院は， 天平宝字三年（759）光lljJ虫干；によって発願された苛ー院で‘ある。 阿リ：1i-Wt

浄土院に｜燐控する法1戸守が， それ以前， i除）！＼－（不比古の邸宅であったように， この地域iこも，

前身の�物が存在したことが推定される。ノ「｜亘l， 検出した奈良時代のill桃lこは， 阿弥陀浄土

院の迫椛と， そのjjfj身�物の迫怖とが市政している，u-能性があり， 絶対年代を判別する必要

があろう。 引状では， それを証明するも�ねi的な資料は得られないが， いちおう， 先｛ζ大別し

たA JD］をn,j身挫物の叫JDJ, BJUJを阿弥！？とか土｜抗の！l'iJOHζ似fEしたし、。

今回は， 阿弥陀浄土院が，�iめていた万一111r

の，］＆北似をわずかに発品IIし たにすぎず，ノ子

後， 調ffを－,1よ進め， か土｜抗余1；：：の{jq＇（を｜別ら

かにする必要があろう。 会誌については， 伺

山敏ク］氏ののf先がある。 福山氏は，ii�合 Jt'c火r'::

のうち，Pif%Wti'fに｜二院の造営（ζJJJすると�・えら

れる文』をぷお｜｜｛ζ検 ，Aし， 純主， 造語
’

資料， 造

営従·J五者， 造営JUJJHj， 終1日について一考終してい

る。 乙うした ，立l床からも， 今後， 発Jl:liによる�

;-rri:：的哀づけが市・裂なぷ泣jといえよう。
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おこなう乙ととなった。

;;j支給調査では，底地のほぼ全域において合計・ 10誌の2誌を調査した。 瓦窯は秋篠JIIJl:Wの丘

陵m斜Tfii le fi'J: rt，：し，t了；li\'Jj92mの等t:irs�がI判へ躍り出した部分κ，凶fillき51tと南f11Jき5誌が

ある。 乙の付近！とは良好－な粘土のJtl.l.:11が拡がり，三区はおおむね ζ の地山をくりぬいて作られ

ている。 調査j也は民家辿築の際に丘陵を郷り下げて平坦にしている た め， 2震は天：！I：の－J�il

と，惣IL＼し以上の部分が削平されていた。 また，焚「！とその1拘置i1ζ広がっていると＝与えられ

る灰IJ;iは，丘陵端をぬiり下げた際の土をI判へ地ならししているため， 現地表ド3 m以上の泌

さに埋没しており，調査不可能な郎分もあった。 底地凶O!'Jは，さらに一段低くl!!!
－
ドげした隣

の民家とはzしているため， 凶而するま起の焚口はほとんど削りとられてしまっていた。 また，

灰阪は民家の
．
｜ごになっているものと考えられる。

調公した瓦窯！とはそれぞれ 1 ～ 7号までの孫号を付け，同 一場所においてiri：依するものに

はアルファ ベ ットを付して区別した。 ただし，瓦窯若手号が築造II国序を示すものではない。

l号窯 附段をもった登窯である。 窯休の前半滞は削3jZされており，焼成主の災壁寄りの

一部を銭すのみで，現存長約2.2m，踊約l.5mである。 焼成窓階段而には，半；｜夜した平瓦を

敷いている。 ：窯体内は火を受けて堅く焼きしまっており，＇，i］＂灰色を呈する。

2 号窯 iYt成主床面がほぼ水平な平窯で，焼成主床而・側埜・奥峨の一部を践し，�存長

約l.3m，師l.6mある。 床l師と各峻との境ほIIIJTfiTをなし，IYJI僚な区Dhiはない。fll日Tと奥ぽは

iJ.J'灰色を呈し， 竪くか＇tきしまっているが， 川ミl日は焼きしまっておらず， 灰白色を呈してい

る。：祭I世はスサ入り粘土を塗りiJi：ね， 側1：；てでは3巨l，奥壁では部分的な補修が認められる。

3-A号：叙 路上の3-B号！安保俗のため，究内を発釘iしていないが，2号祭と閉じJ彰式

の平窯で，焼成室の 一 却を放し，払l存長約l.3m，問l.5mである。 窯休内而はいずれも竪く

焼きしまり，自灰色を呈する。日｛I陪IではA.きく2巨lの補修がある。 ζ の窯内！ζ は，瓦｝－＼· ・熊

培塊を合む貰褐色の為1；質土を充!J!'iし，ζ の上lζ3-B号窯を築いている。

3-B号：t B号：実は，焼成主床1l1iのみを一郎とどめ，床rmはほぼ；J<平であるが，央情ん
－

Ii可lζわずかにrt:iくなっている。 2号窯・ 3-A号窯と閉じ形式の平窯であろう。
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4-A号窯 階段をもっ笠窯である。 4-B 一号議椛築 iζ 附して吉区休の後半｛；flを I波地してい

る。階段は奥壁ーから8段Elまで検出したが，それ以下
．

は敷地外へはみだすため未調査である。

現存長約2.7m ， 幅約 l.5m である。 階段上jiij Iζは平瓦の凸 面lを上にして敷いている部分もあ

る。 階段は竪く焼きしまり， 貰灰色または·T'-i灰色を呈している。 スサ入り粘土による補修は

数回におよび， 側壁が厚くなっている。 後！と焼成室の階段を奥些から3段分納めている。

4-B号窯 A号窯を廃棄した後 lζ 築いている。 階段を持たない設窯である。 奥陪と天jf

f,flのすべてを欠き， 焚仁 l ， 燃焼id， 焼成主の下Iii: ；·�iSを残している。 引存長約4.lm ， 幅 l.5m

である。 後 lζ燃焼室を短くし， 焼成主を長く改築している。

5号窯 階段を持たない登窯である。 �存状況は非常に良く， 窯休の全j彰がわかるととも

に， 焚仁lから燃焼部にかけての天井を一 郎伐している。 全長は， 約6.1m ， 幅約2.2m であ

る。 窯休よりひとまわり大きく地ii Iを抑り取ったのち， 日 二 ｜二し煉瓦を松み上げて；：，主体を築い

ている。 燃焼主主と焼成室の一 郎 iζ は， さらにその上 lζスサ入り粘土を象って仕上げているの

臼干し煉瓦の大きさは 一定ではないが， 幅約20cm, 長さ約40cm, I字ーさ約 15cmの直方体であ

る。 焼成主床而 lζは， 主��＂＇乙直交する方向で， 約30cm問附 lζ 丸瓦を辿ねて焼台としている。

災峨I JJ央部 lζあけられた煙迫は， 断f(日長プ＇f ）診の 2 孔を左右 lζ 政べ l 品illとする。 煙辺も口干し

煉瓦を組み合わせて作り， その底 1liTは焼成五床 WTと述なり， 同じ傾斜で 11:＼口 lζ 続いている。

6-A号窯 A 号窯は階段をもっ主主祭である。 6·-B号窯椛築 lζ 際してがL成主後半郎分を

失なっており， 焼成主天�nmと同ElミI訂の－rasを確認したにすぎなし、。 焚l l， 燃脱出は＇.！）xi也外

であるため， 調査できなかった。 ＃，；•：t，付11ITのスサ入り粘土による補修は， 六きく4回にわた

り， 側壁の厚さは30cm以上にもなる。

6-B号；t A 号窯廃棄後， その上 lと築いている。 2 号烹や 3 号立とはlNなって， :rt窯的

な平窯である。 焼成主の天井を一部品！；し， 燃焼室， tJ't

成主， fr.!道の造存状況もきわめて良好である。 現序長

約 5.6m である。 祭休よりひとまわり人；きく地111を抑

り込み， 円干し煉瓦を.lc/1み上げている。 焼成長：床i訂は

奥慌にむかつてわずかに傾斜して高く， 5号窯のよう

に， 25～30cm間隔に丸瓦を重ねた焼台がある。 奥恨の

床 iJ1i Iζ接して，！まぼ�＇：間隔をおいた 3 ケ所 lζ 館近がと

りついている。，m口部はいずれも悩21cm， 縦 12cmの長

方形を呈するが， ， ，，途で I ケ所にまとまり l. lm 先の

IL\ I IIζ迷する。 ζのt君！道fi'li築｛ζも日干し煉瓦をmいて

いる。

7号窯 階段をもっ銑窯で，．焚仁l，燃焼窓， tJ
＇＆成主の

i終段7段と， 天井の大半がftっていた。 取得長約 5.0
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第14図 鍛羽瓦

m ， 隔 l.9m である。 窯体内壁をスサ入り粘

土で4回以上補修している。 焼成室の階段

は， 粘土と平瓦を交互に宜ねたものである。

造物は， ほとんどが灰原や窯外出乱土中の

採取による瓦であり， 言案内堆砧土中のものは

少ない。 出土瓦には， メL瓦， 平瓦， 1jif丸瓦，

ff平瓦， 鬼瓦，illi戸瓦， ！ii{.および蛾羽瓦があ

る。 llfl： メL瓦は9種39点がある。6308型式が14点を占め，6311型式の8点，6313型式・6225 型

式の5点がつ いで多い。

粁平瓦は5柿；15点あるが，6664型式がMも多く6点を占めている。 ほかに， 瓦当面のみで

完結し， 後i引こ平瓦のつかない粁平瓦がI点ある。 恐らく見本瓦として1'J:られたものであろ

う。 出瓦は3極8点で， いずれも平以宮内から出土しているものと同型式のものである。

��羽瓦は， 4号窯の凶lζ接してあった小土抜から，；汁18点が出土した。 乙れは切安建物の

cJt：錨；を飾る特殊な形態の�q： �瓦で， 王縁をもち， 謀l師lζは��羽lζi白定するための段が作り出

しである。 側面と広端l前の同1flilζ文様を有するものと， fill］而にのみ火線を有するものがあ

る。 文総はどちらも偏行店卒女；である。 焼成は悲くもろい。

蛾羽瓦を除けば， 中山瓦窯 1-U 土の ，1q：瓦矧はすべて平以宮跡で出土した粁瓦と同型式のもの

である。 ζのうち，6311型式，6225 型式は付1m.末年頃にまで遡りうるものであり，6284型式

6664型式は平減宮内で和銅の紀年銘を持つ 木聞と伴出している。

今回調査した中山瓦窯lζは10品の瓦窯が並んでいたが， ζれらの瓦窯すべてが問 II年lζ築察

され操業していたものではなし、。 窯休構造lζも，階段をもっ登窯，階段をもたない登窯，平窯

ではあるが受窯的姿ぷをもつ もの， 平祭主号の相泌がみられるの 101,k のすべてについて築造ilJ(i

序を明らかにするととはできないが，ifi:話LI刻｛系や�f本t1W造，瓦窯相互の位向関係などから，階

段をもっ登窯が品も古く， ついで階段をもたない笠窯と受窯的な平窯のIIJt'.ilζ主主かれたと考え

られる。すなわち， l号窯， 4-A号窯， 6·-A号窯， 7号窯が�も古く， つ いで4-B号窯，

6-B号窯がft：られている。 5号·；；長！ま，J,T,窯

の位置関係から， 4-A号交や6-A号窯と

の併存もありうる。 2号窯， 3号窯は1!1r.L1瓦

祭のうちでは以も新しいものであろう。

ヰI山瓦窯全休の築；七ll#JDJはil\土した造物と

くに粁瓦の年代から， 奈良時代前半JDJを「1，心

とするが， 既述のように，,j!f瓦の「1:i l乙は平［I銅

年間にまで遡るものもあり， 中山瓦了恨のIJIJ始

が奈良 II年代初JfiJiにまで遡る可能性が強い。
第15図 6-B号窯の奥壁’
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平織ニュ ー タウン予定地内遺跡

平減宮の北方 lζ 辿なった奈良山丘

陵の半分以上を占める約 600ha ！とわ

たって， 日本住宅公聞が団地造成を

号｜位iし， 現在一部で工事が進行して

いる。 ζζは， 奈良iii：；制限Ii汀・抑熊

IIIJと， 京都府相楽1\11木津IIIJ・粉悲IIIJ

にまたがった地域である。

今回の調査は， 1964・65年 lζおと

なった分布調子f.（こもとづき， ζの造

成予定地内の也、Eみについて， 今後の

調査および保存計画を立案するため

の予備調査として， 京都府教行委臼

会・奈良県教育委日会の依頼をうけ

て実胞した。 調ftは， 奈良市｛JllJでiも

窯 1ff2ケ所・須恵器紫2ケ所・iS-!J'f 

2ケ所・造物散布地2ケ所と， 京都 守： 17図 奈良山丘陵瓦祭配位図

)(1'-0(1］で古墳1ケ所・散布地3ケ所をお乙なった。 これらの概要はすでに両教育委員会から出

版されている（「奈良山一平城ニュ ー タウン予定地内逃跡調官邸報J 1973.3. ）ので，；i平支Gする乙とは

避ける。

当丘陵内での瓦窯の先高il調子tは， 1970年におとなった奈良山53－号撲として報告した〈年報

1970参照〉山陵瓦窯 lζ 続くもので， 今回はj宇術調プピというi生物から， 窯休内の調査をおとな

っていないが， その成果には）（きなものがあった。 また須恵探索4 )Jiの発見も， 乙れまでそ

の存在する乙とが知られていなかっただけに， 成果は多い。

1972年度｛ζは，JPJせずして平城宮所別瓦の瓦潔］！下を3ケlfrで調立する機会を得た。 ζのほ

か， 先の山陵瓦窯や， 以前iζ調査された背釘lケ谷瓦窯， ；欽虫It＼瓦窯など窯体の｜列らかな：気を考

え合わすと， 平城官官瓦祭のfil'i造の変造がおよそたどれるようになった。

まず各瓦窯11予出土の粁瓦から， 窯の使rn 年代をみてみると， 中山瓦；認では，t＼＇ 内発｛聞の成

：！.［ミから， T司銅壬J:.flfHζまで逆りうる型式のものから天 、ドi三間lζ至るー 1/Y:が出土し， 平城宮の当

初のi世話·1ζ｜刻わるもっとも古い主であるといえよう。 ついで1-LIJ凌瓦窯が造られ， やや遅れて

歌M日凶瓦窯， さらにjf[lf［巨瓦窯が巡られている。 湾立IIケ谷瓦祭や：：似，�瓦窯はとれらに続くもの

で， 奈良時代末闘に位置づけられる。

品，\'i造的 lζは， 奈良山のl王宝は， 大きく登主主から平究へと い う変泌をたどり， さらに平祭

は，nni-11乙比して奥行きの深い焼成主から，j主iζ奥行きよりもIHJLIが広くなる平l師形へと推
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mis図 i111li民瓦：セun ・1放出2凶瓦文（｛j）瓦叉配位悶

第19悶 J；炊品：1jJJi瓦；忽4号�焚門

移し， ；孜kl:iR'.-S:＇.にみられるようなロストル式 、戸！とがう己成する。

このようにぷi込山町波［ζhttする瓦；烹のiii長は， 奈良時代を.iffiじて， 手以；•；］，；および京i付与

院の造営！こ大きくかかわり， 官のli'.tとしてそれを性約づけるものである。 乙れらの瓦祭抑

制立の去／J j11Jをi!:\3永することと， 名主主の｛与＇.？7-が今後のAきなぷJ泊
ー

である。 （有印；む二・岡本来三）
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